
勝

井

義

雄

セ

ン
ト

ヘ
レ
ン
ズ

の
噴

火

と

北

海

道

の

火

山

活

動

は

じ

め

に

激

し
い
爆
発
を
お

こ
し
た
り
、
高
温

の
溶
岩

を
噴
出
す

る
火
山
活
動

は
、
自
然
現
象

の
中

で
も
最
も

驚
異
的
な
も

の
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
火
山
活
動

の
根
源

は

マ
グ

マ
で
あ
る
。

マ
グ

マ
は
数
百
～
千

二

百
度
と

い
う
高
温

の
ケ
イ
酸
塩
溶
融
体

で
、
少

量
の
水
そ

の
他
の
揮
発
成
分
を
含
ん

で
い
る
。
地
球
内

部

で
発
生

し
た

マ
グ

マ
が
地
表
近
く

に
上
昇

す
れ
ぽ
、
局
地
的
な
浅

い
地
震
が
発
生
し
、
地
盤
が
隆
起

し
、

つ

い
に
火
砕
物
や
溶
岩
が
激

し
く
噴
出

す
る
。
噴
火

の
様
式

は

マ
グ

マ
の
性
質

に
よ

っ
て
も
、
ま

た
陸
上

・
水
底

・
氷
底

な
ど
と

い
う
環
境

に
よ

っ
て
も
著

し
く
違
う

。
地
球
上

に
は
生
き

て

い
る
火
山

が
約

八
百
あ

っ
て
、

こ
の
う

ち
五
五
三
火

山
が
噴
火
記
録
を
も

っ
て
い
る
。
歴
史
時
代

に
記
録
さ
れ
た

噴
火
件
数

は
約
五
千
三
百
に
達
す

る
。
噴
火
は
多

く
の
場
合
、
突
発
的

に
発
生

し
、

し
ば

し
ば
深
刻
な

災
害
を

ひ
き
お

こ
す
。
十

二
世
紀
以
降
、
噴
火

に
ょ
る
犠
牲
者
は
世
界

で
二
十
数
万
人
に
お
よ
ん
で
い

る
。

こ
の
二
十
年
間

で
も
約

二
千
六
百
人

の
生

命
が
噴
火

に
よ
り
失

わ
れ
、
他

に
多
数

の
人

々
が
負
傷

し
て

い
る
。

最
近

で
は
、
久
し
く
活
動
を
休

ん
で
い
た
北

米
ヵ

ス
ケ
ー
ド
山
脈

の

セ
ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ
火
山
が
、

一
九

八
○
年
五
月

に
大
規
模

な
爆
発
を
お
こ
し
、
山
体
を
崩
壊
す
る
と
と
も

に
多
数

の
犠
牲
者
を
出

し

て
注
目

さ
れ

て
い
る
。
筆
者
は
米
合
衆
国
地
質
調
査
所

の
招
待

で
、
今
年
七
月
下
旬

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン

ズ
火
山

の
現
地
検
討
会

に
参
加
す
る
機

会
を
得

た
。
ま
た
、
今
年
八
月
下
旬
-

九
月
上
旬
に
日
本

で
行
わ
れ
た
国
際
火

山
学
会
議

で
は
、
有
珠
山
お
よ
び

セ
ン

ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ
火
山

の
活
動

に
関
す
る
多
数

の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず

セ
ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ

で
お

こ

っ
た
大
噴
火

の
様
子
を
紹
介
す

る
と
と
も

に
、
こ
の
機
会

に
、
北
海
道

に

お
け

る
火
山
活
動

に
つ
い
て
考
察

し
て
み
よ
う
。

セ

ン
ト

・

ヘ
レ

ン

ズ

の

噴

火

一
九
八
○
年
五
月

一
八
日
、
よ
く
晴
れ
渡

っ
た
日
曜
日

の
朝
、
八
時
三
十

二
分

に

セ
ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ

ズ
火
山

(海
抜
二
、
九
七
五

m
)

は
激
し

い
爆
発
を

は
じ
め
、
山
頂

か
ら
北
側
が
大
崩
壊
を
お

こ
し
、

直
径

一
・
五

×
三
㎞

の
馬

蹄
形
火

口
が
北

に
開

か
れ
、
山
体

は
四
百

m
も
低
く
な

っ
た
(
第
1

・
2
図
)
。

山
体
崩
壊
と
同
時

に
、

火
山
灰
を
含

ん
だ
や
や
高
温

(
二
百
Z
三
百
度
)
の
爆
風
が
発
生

し
、

火
山

か
ら
北
方
二
〇

㎞
の
扇
形

の
範
囲
を
襲

っ
た
。

こ
の
た
め
、
美

し
い
針
葉
樹
林

は

一
瞬

に
し
て
な
ぎ
倒

さ
れ
、
そ

の
被
害
面
積

は
五
百
平
方
㎞
に
お
よ
ん
だ
。
こ
の
と
き
、
合
衆
国
地
質
調
査
所

の
若

い
火
山

学
者

D

・
ジ

ョ
ソ
ス
ト

ン
博
士

は
、
火

口
か
ら

一
〇
㎞
北
北

西
の

コ
ー
ル
ド

・
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
リ
ッ
ジ
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と

い
う
尾
根

の
上

で
ジ

オ
ジ

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
距
離

測
定

を
し
て
い
た
。
こ
の
位
置

は
通
常

の
噴
火

な

ら
ば
安
全

な
は
ず

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
突
然
お

こ

っ
た
山
体
崩
壊
と
爆
風

の
襲
来
を
目
撃

し
た
同
博

士
は
、

マ
イ
ク
に
む

か

っ
て
ワ
シ
ソ
ト
ン
州

の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
観
測
基
地
に

「
<
ρ
暑
o
ロ
<
①
「"
<
鋤
暑
o
午

ぐ
。
ユ

↓
訂
=
ω
一梓
…
」
と
呼
ん
だ
ま
ま
ジ
ー
プ
と
と
も

に
爆
風
に
吹
き
と
ぽ
さ
れ
行
方

不
明
と
な

っ
た
。

山
体
崩
壊
に
よ

っ
て
生

じ
た
一
∵

三
立
方
㎞

に
お
よ
ぶ
多
量

の
岩
屑

は
北
麓

に
押

し
出

し
、

ト

ゥ
ト

ル
川

の
上
流
と
北
方

八
㎞
の

ス
ピ
リ

ッ
ト

レ
ー
ク
に
な
だ
れ

こ
ん
だ
。
岩
屑
流

の
速
度

は
秒
速
三
五
～

第1図 美 しい森林に囲まれた噴火前の セン ト・ヘ レンズ火 山

(八木健三 「私の ワソデル ソグ」 より)

'
、'騨踏融 、ご燃 猛 舞鈷撫 ,議 み.緯 僚ミゾ'=跡

第2図 大噴火後のセ ン ト・ヘ レンズ火山。山体 は400メ ー トルも低 く

な り、森林は広範 囲に破壊 された。火ロ内に成長中の溶岩円頂

丘が 見え る。(1981年7月 末第1図 と同一方 向か ら筆者撮 影)

蕪一 鐸 皿、.,㍉'沖_講 鑑響 岬・麟遡 騨議灘鑛懸灘鐡灘

五
〇

m
(
最
大
七
〇

m
)
と

い
う
速

い
も

の
で
あ

っ
た
。
岩
盾

の
大
き
な
も

の
は
直
径
二
百

m
に
達
し
、

大

小
の
小

丘
を
作

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
岩
屑

流
は
六
〇
平
方
㎞
も

の
広

い
面
積

を
披
覆

し
た
。
岩
屑
流

の
流
入
に
よ
り

ス
ピ
リ
ッ
ト

レ
ー
ク
の
湖
底

は
六
〇

m
も
高
く
な
り
、
湖
水
が
あ
ふ
れ
、
ま
た
岩
屑
と

と
も

に
運
ば

れ
て
き
た
氷
塊
も
融
け
出
し
、
大

泥
流

と
な

っ
て
ト

ゥ
ト
ル
川
に
流

れ
こ
み
、
さ
ら

に

コ

"
ン
ビ
ア
河
を
流
下
し
多
量

の
土
砂
を
運
び
こ
ん
だ
。

噴
火
が
始

ま

っ
て
約

一
〇
分
後

に
は
、
デ
イ
サ
イ
ト
の
軽
石

・
火
山
灰
を
含
む
噴
煙
柱
が
上
昇

し
、

高
度

二
〇

㎞
以
上

に
達
し
た
。
噴
煙
は
偏

西
風
に
運
ば
れ
、
火
山

の
東
方
百
㎞
以
内

は
暗
黒

と
な
り
、

火
山
雷

や
山
火
事
が
目
撃
さ
れ
た
。
各
地

で
、
降
灰
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。
降
灰
域
は
北
米
大
陸

を
東

へ
進

み
、
五
月

二
十

一
日

に
は
大
西
洋
岸

に
達
し
た
。
成
層
圏
に
注
入

さ

れ

た
微

粒

子

(
エ
ア

ロ
ゾ

ル
)

は
、
さ
ら
に
東

へ
進
み
、
六

月
上
旬

に
は
日
本
の
上
空

に
達
し
、
地
球
を
何

回
も
ま
わ

っ
た
。
成
層
圏

エ
ア

官
ゾ
ル
の
増
加

に
よ
り
、

こ
こ
数
年
間
は
そ

の
影
響
が
気
候
に

あ
ら
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。

五
月
十
八

日
の
大
噴
火

は
九
時
間
継
続
し
、

こ
の
間
に
火
砕
流

(軽

石
流
)
も
流
下
し
た
が
、

夕
方
十
七
時

ご
ろ

に
な

っ
て
活
動
が
衰

え
は
じ

め
た
。
し

か
し
、
も

と
の

ス
ピ
リ

ッ
ト

レ
ー
ク

や
ト

ゥ
ト
ル
川
沿

い
の
山
麓

で
は
、
厚
く
堆
積

し
た
岩
屑
流
と
火
砕
流
堆
積
物
が
そ
の
後
も
二

次
的
な
水
蒸
気
爆
発
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
こ
し
、

多
数

の
火

口
が
開
き
、
噴
煙
が

二
千

m
も
上
昇

し
た
。

今
回

の
セ
ソ
ト

・
ヘ
ン
ソ
ズ
の
噴
火

で
は
死

者

二
十
五
名

の
ほ
か
に
、
四
十

三
名
が
行
方
不

明
と
な

っ
た
。
森
林
そ

の
他
の
被
害
額
は
二
〇

億
ド

ル
以
上

に
達
す

る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
カ
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ス
ケ
ー
ド

山
脈

に
は
多
く

の
火
山
が
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
噴
火
記
録
を
も

つ
も

の
は

レ
ー

ニ
ア
ー
、

セ

ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ
、
ラ

ッ
セ
ソ
ピ

ー
ク
、
べ

ー
カ
ー
ぐ
ら

い
な
も

の
で
、
大
部
分
が
十
九
世
紀

に
噴
火

し
、
今
世
紀
に
入

っ
て
噴
火
し

た
の
は
ラ

ッ
セ
ン
ピ
ー
ク

(
一
九

一
四
～

一
五
)
年
だ
け

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
合
衆
国
地
質
調
査
所

で
は
、

こ
れ
ら

の
火
山

の
活

動
史

を
研
究
し
て
、
将
来

の
噴
火
災
害

の

事
前
評
価
を
公
表
し
て

い
た
。

セ
ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ

で
は
東
方

へ
の
降
灰
と
火
砕

流

・
泥
流

・
洪
水

の

発
生
に
ょ
る
災
害
が
想
定

さ
れ
、
ま
た
平
均
百
年
ご
と

に
小
噴
火
、
三
千
～
四
千
年

ご
と

に
大

噴
火

が

お
こ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
た
。
今
回

の
噴
火

は
、

一
八
四
二
～

一
八
五
六
年

の
小
噴
火

の
あ
と

一
二
四

年

ぶ
り
に
お
き
た
も

の
で
あ
る
が
、
前
回

の
大
噴
火

か
ら

は
略
四
千
年
目

に
あ
た

っ
て
い
る
。
長
期
的

な
噴
火
予
測

は
略
適
中
し

て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、

こ
の
大
噴
火

に
伴

っ
た
爆
風

は
残
念
な
が
ら

予
測
さ
れ

て
い
な

か

っ
た
。
そ
の
後

の
研
究
で
は
、
爆
風

の
初
速
は
音
速

に
近

い
も

の
で
あ

る
こ
と
が

わ
か

っ
た
。

こ
の
種

の
横

な
ぐ

り
の
爆
風

に
つ
い
て
は
、
故
ゴ

ル
シ
コ
フ
博
士

に
よ
り
、

カ
ム
チ

ャ
ツ

カ
の
ベ
ズ

ィ
、・・
ア

ソ
ニ
火
山

の

一
九

五
五
年

の
噴
火

で
山
体
崩
壊
と
と
も

に
発
生
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回

の
活

動
は
す

で
に
三
月

二
十
日
の

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド

四
の
地
震

か
ら
始

ま

っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
地
震
は
急
速

に
増
加

し
、
そ

の
ピ
ー
ク
を
す
ぎ
た
三
月

二
十
七
日

に
水
蒸
気
爆
発
が

は
じ
ま

っ
た
。
地
震

は
お
も

に
山
頂

か
ら

二
㎞
北
方

の
地
下
○
～
五
㎞

で
発
生
し
、
北
斜
面
は
平
均

一
日
約

一

・
五

m

(
最
大
二

m
)
も
膨
れ
、
無
数

の
亀
裂
が
発
達
し
た
。

こ
の
異
常
な
地
殻
変
動
と
水
蒸
気
爆
発

は
、

マ
グ

マ
が
地
表
近

く
ま
で
上
昇
し

て
き
た
た
め

に
発
生
し
た
と
解
釈
さ
れ
、
あ
る
学
者

は
、

こ
れ

を
有
珠
山

の

一
九

一
〇
年

の
明
治
新
山

の
よ
う

な
潜
在
円
頂
丘
が
成
長

し
て
い
る
と
考
え
た
。

こ
の
緊

急
事
態

は
合
衆

国
地
質
調
査
所

か
ら

ワ
シ
ソ
ト

ン
州
知
事

に
報
告
さ
れ
、
直
ち

に
山
麓

一
帯

に

レ
ッ
ド

ゾ

ー
ソ
が
設
定
さ
れ
、
避
難
命
令
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
極
め
て
適
切
な
措
置

で
あ

っ
た
。
も
し
避
難

命
令
が
出
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
犠
牲
者
は
十
倍
以
上

に
達

し
た

で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
五
月
十
八
日
、

日
曜

日
の
朝
を
迎
え
た
。

八
時
三
十

二
分
十

一
秒
、

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
五

の
地
震

が
お
こ
り
、

こ
の
地

震
動

で
山
崩

れ
が
発
生

し
て
大
噴
火
が
誘
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
大

噴
火

の
あ
と
、

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ

は
五
月

二
十

五
日
に
再
び
噴
火

し
、

六
月
末

に
は
火

口

底

に
溶
岩

円
頂

丘

(
直
径
三
百

m
、
高

さ
六
〇

m
余
)
を
生

じ
た
が
爆
発

で
破
壊

さ
れ
た
。
そ

の
後
、

火

口
底

に
再
び
溶
岩
円
頂
丘
が
生
れ
、
筆
者

の
訪
れ
た
今

年
七
月
末

に
は
高
さ
約

一
四
〇

m
に
成
長
し

て
い
た
。
今
回

の

セ
ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ

の
活
動

に
つ
い
て
の
観
測

や
研
究
は
進

行
中

で
あ
り
、
そ

の
成

果
は
火
山
学
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
で
あ
ろ
う

。

有

珠

山

の

噴

火

一
九
七
七
年

八
月

六
日
早
朝
三
時
す
ぎ
、
有

珠
山
は
火
山
性
地
震
を
頻
発

し
は
じ
め
た
。
翌
七
日
、

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ
の
大
噴
火

の
日
の
よ
う

に
晴

れ
渡

っ
た
日
曜

日
の
朝
九
時
十

二
分
、
山
頂

か
ら
デ

イ
サ
イ
ト
の
軽

石
噴
火
が

は
じ
ま

っ
た
。
灰
色

の
噴

煙
は
十

二
㎞
ま

で
上
昇

し
、
偏
西
風
に
流
さ
れ
、

や
が

て
火
山

の
東

側
の
各
地

は
降
灰
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ

の
後

、
八
日
夕
刻
と
夜
半

に
大
き
な
噴
火
が

続
発
し
、
翌
九
日
早
朝
に
も
噴
火
が
お
こ

っ
た
。
八
日
午
後

か
ら
九
日
朝
に
か
け

て
は
、
低
気
圧

の
接

近

に
よ
り
下
層

の
風
は
東
～
南
風

に
か
わ
り
、
雨
模
様
と
な

っ
た
。

こ
の
た
め
、
遠
方
ま

で
飛
行
す
る

は
ず

の
火
山
灰

の

一
部

は
雨
滴

に
混
り
、

セ
メ
ン
ト

、・・
ル
ク
状

の
ド

官
ッ
プ
と
な

っ
て
、
火
山

の
西
～

北
側

に
降
灰
し
、
森
林

・
農
作
物

に
多
大

の
被
害
を
与
え
た

(第

3
図
)
。

九

日
正
午
ご
ろ
、
よ
う

や
く
回
復

し
た
青
空

に
再
び
噴
煙
が
高
さ

一
〇

㎞
も
上
昇
し
、
東
方

に
降
灰

し
た
。
そ

の
後

、
十
二
日
に
小
噴
火
、
十
三

日
夜
半
～
十
四
日
未
明

に
中
噴
火
が
あ

っ
た
。
こ
の

一
連

の
噴
火

で
噴
出

し
た
軽
石

・
火
山
灰

の
量

は
、
八
、
三
〇
〇
万
立
方

m
に
達

し
た
。

そ

の
後
、
有

珠
山

で
は
火
山
性
地
震
が

一
向

に
鎮
静
化
せ
ず

、
火

口
原

の
中
央
部

は
隆
起

を
続
け
、

地
殻
変
動

に
よ

る
深
刻
な
災
害

は
北
麓

に
お
よ

ん
だ
。

マ
グ

マ
は
軽
石
噴
火

で
ガ

ス
成
分
を
消
費
し
た

た
め
粘
性
を
増
し
、
ま
わ
り
の
岩
石
を
引
き
ず
り
な
が
ら
徐

々
に
上
昇

し
た

の
で
あ

る
。
十

一
月
十
六

日
、

マ
グ

マ
は
地
表

に
近
づ
き
、
水
蒸
気
噴
火
を

は
じ
め
、
翌
年

一
月

か
ら
十
月
ま

で
、
し
ば

し
ば
水

蒸
気
噴
火
や

マ
グ

マ
水
蒸
気
噴
火
が
お
こ

っ
た
。

こ
う
し

て
火
山
体

は
厚

い
灰
を

か
ぶ

っ
た
た
め
、
降

雨
に
際

し
て
泥
流
が
発
生
し
易
く
な
り
、
十
月

に
は
泥
流

に
よ
り
三
名
が
犠
牲
と
な

っ
た
。
現
在
、
有

珠
山

で
は
地
震

は
か
な
り
劣
え
た
が
噴
気

が
続
き
、
火

口
原

の
隆
起

に
よ

っ
て
生
れ

た
有
珠
新
山

は
、

比
高
約

一
八
O

m
に
達
し
て

い
る
。

一
九

一
〇
年

に
北
麓

に
生
じ
た
明
治
新
山
の
よ
う
な
潜
在
円
頂
丘

が
生
れ

た
の
で
あ

る
。

さ
て
、
今
回

の
有
珠
山
の
噴
火

は
、
決
し
て
不
用
意

に
発
生

し
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
噴
火
史

・

噴
出
物

・
火
山
構
造
な
ど
の
研
究

か
ら
、
噴
火

の
四
年
前

に
近

い
将
来

の
噴
火
予
測
が
公
表
さ
れ
て
い

た
。
近
年

の
有
珠
山

は
、
三
〇
～
五
〇

年
ご
と

に
活
動
を
く
り

か
え
し
て
お
り
、
北
海
道
大
学
と
し
て

も
こ
の
よ
う
な
噴
火

の
反
復

を
重
視

し
、

こ
の
年

の
四
月

か
ら
有
珠
火
山
観
測
所

の
設
立
を
急

い
で
い

た
。
ま
た
過
去

の
活
動

で
は
、
例
外
な
く
噴
火

に
先

だ
ち
局
地
的
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
歴
史
時
代
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の

マ
グ

マ
は
著
し
く
ケ
イ
酸

に
富
ん

で
お
り
、
粘
性

が
大
き
く
、
そ
の
上
昇

に
伴

っ
て
火
山
性
地
震
を

多
発
す

る
の
で
あ

る
。

こ
の
前
兆
地
震

の
継
続
期
間
は
、
昭
和
新
山

の
と
き
を
例
外
と
し
て

一
般

に
短

く

、
三
～
十

日
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
今

回
、
八
月

六
日
午
前
三
時
す
ぎ

に
火
山
性
地
震
が
発
生
し
始

め
て
か
ら

、
北
大
理
学
部
も
気
象
庁
も
急

い
で
臨
時
観
測
点
を
設
け
て
地
震
観
測
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
地
表

パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

し
た
。

こ
の
と
き

、
最
も
心
配
さ
れ
た

一
九

一
〇
年

の
よ
う
な
北
麓

で

噴
火
が
お

こ
る
兆
候
は
幸

い
に
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
山
頂

で
は
七
日
朝
、
隆
起

に
ょ
る
地

第3図1977-1978年 噴火後の有珠山

(勝井義雄 「有珠山の噴火 とその災害」 より)

第1期 降下軽石 ・
火山灰積算等厚線

(cm)

第2期 降下火山灰
積算等厚線(ρm)

二次泥流

(土石流を含む)

地殻変動による
建築物被害

1-40第1期 噴火の火1:I

A-NO第2期 噴火の火 口

論轡 儂

潜在円頂丘

う溶岩円頂丘

割
れ
が
目
撃
さ
れ
、
間
も

な
く

は
じ
ま

っ
た
軽

石
噴
火
は
広
範

囲
に
わ

た

っ
て
降
灰

の
被
害
を
及
ぼ
し
、

さ
ら
に
地
殻
変
動
、
泥
流
な
ゼ

に
よ

る
災
害
が
発
生
し
た
。
今

回
の
噴
火
は
、
結
果
と
し
て
先

の
噴
火

予
測

の
範
囲
内

で
お
こ

っ
た
が
、
予
測
さ
れ
た
破
壊
的
な
熱
雲
は
お
こ
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
む
し
ろ
幸

い
で
あ

っ
た
と

い
う

べ
き

で
あ
る
。
有

珠
山

で
は
後
述

の
よ
う

に
過
去
三
回
熱
雲
が
お
き

て
お
り
、
将
来

の
活
動

で
は
熱
雲

に
ょ
る
災
害

の
対
策
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

生
き
て
い
る
北
海
道
の
火
山

一
九
七
七
年

の
有
珠
山

の
噴
火

は
降
火
が
道
央

か
ら
道
東

の
地
方

に
も
及
ん
だ
こ
と
も
あ

っ
て
、
多

く

の
人

々
は
有
珠
山

の
み
な
ら
ず

、
他
の
道
内

の
火
山

に
つ
い
て
改
め
て
関
心
を
抱

い
た
。
北
海
道

は

千
島
弧
と
北
本
州
弧
と

い
う
活
動
的

な
島
弧

の
会
合
点

に
あ

た

っ
て
、
地
殻
変
動
や
地
震
活
動
と
と
も

に
火
山
活
動
も

ま
た
活
発

で
四
十
以
上

の
火
山
が
あ
る
。
短

い
歴
史
時
代

に
お

い
て
も
、
こ
の
う

ち
八

火
山
が
噴
火

の
記
録
を
も

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
噴
火

の
古
記
録
と
火
山
噴
出
物

の
分
布

・
層
序

・

年
代
な
ど
を
照
合
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
過
去

の
火
山
活
動
史
が
詳
細
に
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

歴
史

の
短

い
北
海
道

で
は
、
火
山
灰
な
ど

の
噴
出
物
そ

の
も

の
を
古
文
書
と
し
て
火
山
活
動
史
を
解
読

し
て
ゆ
く
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
北
海
道

で
は
、
過

去
二
千
年

の
間

に
、
先

の
八
火

山

の
ほ
か
に
五
火
山
が
噴
火

し
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た

(
第
4
図
)
。

人
間
の

一
生

に
比
べ
火
山

の
寿
命

は

一
般
に
著

し
く
永

い
。
数

百
年
以
上
の
休
止
期

の
の
ち
、
活
動

を
再
開
す

る
場
合
も
少
な
く
な

い
。

し
た
が

っ
て
少
な
く
と
も
上
述

の
合
計
十

三
の
火
山
は
、
将
来
噴

火
を
お
こ
す
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
火
山
を
、
最
近

で
は

「
生
火
山
」

と
呼
ぶ
よ
う

に
な

っ
た
。
過
去

二
千
年

に
朔

っ
て
、
こ
れ
ら
生
火
山

の
活
動
史
を

し
ら
べ
て
み
よ
う
。

知
床
硫
黄
山

数
千
年
前

に
発
生

し
た
山
体
崩

壊
と
溶
岩
円
頂
丘
の
形
成
後
、
顕
著
な
噴
火

は
な

い
。
た
だ
し
歴
史

時
代

に
、
山
腹

の
爆
裂
火

口
か
ら

と
き
ど
き
水
蒸
気
と
と
も

に
多

量

の
溶
融
硫
黄

を
流
出

し
て
い
る
。

一
八
七

六
、

一
八
八
九
～
九
〇

、

一
九
三
六
年
に
こ
の
よ
う
な
活
動
が
お
こ
り
、

一
九
三
六
年

に
は
二

十
万
ト

ン
の
硫
黄
が
流
出
し
て

い
る
。

カ
ム
イ
ヌ
プ

リ

約
七
千
年

前
の
大
規
模

な
軽

石
噴
火

で
摩
周
カ
ル
デ

ラ
が
生
ま
れ
、
そ

の
後
、
カ
ル
デ

ラ
内

に
デ
イ

サ
イ
ト
～

ケ
イ
酸

に
と
む
安

山
岩

か
ら
な

る
ヵ

ム
イ
シ

ュ
島
と
カ

ム
イ
ヌ
プ
リ
が
噴
出
し
て
い
る
。
火
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山
灰

の
情
報

に
よ

っ
て
、
ヵ
ム
イ

ヌ
プ
リ
は
約
千
年
前

に
大
き
な
軽
石
噴
火
を
お
こ
し
、
山
頂

に
小
型

カ
ル
デ

ラ
を
生

じ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

硫
黄
山

屈
斜
路

カ

ル
デ

ラ
内

の
ア
ト
サ
ヌ
プ

リ
火
山
群

に
は
多

数
の
デ
イ

サ
イ
ト

の
溶
岩

円
頂

丘
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
最
後

に
生
じ
た
も

の
が
硫
黄
山

で
あ

る
。

こ
の
円
頂
丘
は
千
数
百
年
前
に
生

じ
、
数
百
年
前

の
爆
発

で
山
頂
部

に
熊
落
し
火

口
を
開
き

、
現
在
も
噴
気
中

で
あ
る
。

第4図 北海道の火山分布

黒三角:噴 火記録のある火山

黒:丸:記 録はないが過去2000年 間に噴火 した火山

白:丸:そ の他の火山

実線は歴史時代の大規模な降下軽石 の分布を10cm等 厚

線 で しめ した もの。
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恵庭岳

、

箭{∬/

L

廻7到麟
駒ケ岳緊
ノ 倫▲

渡島大島＼

雌
阿
寒
岳

頂
上

の
ポ

ソ
マ
チ
ネ
シ
リ
お
よ
び
中

マ
チ
ネ
シ
リ
の
火

口
内

で
は
激

し
い
噴
気
活
動
が

お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
記
録
は
な
い
が
、
約

二
百
年
前

に
火
山
灰
を
噴
出

し
て
い
る
。

一
九
五
四
～
五
九
年

に
水
蒸

気
爆
発
が
あ
り
、
そ

の
後
、

一
九
六
〇
～

六
六
年

に
も
弱

い
活
動
が
あ

っ
た
。

一
方
、
ポ

ン
マ
チ
ネ

シ

リ

の
南
側

に
箋
え
る
阿
寒
富
士

は
、
約

二
千
年
前

か
ら
玄
武
岩

質
の
溶
岩

・
ス
コ
リ
ア
を
噴
出

し
て
山

体
を
形
成

し
、
七
～
八
百
年
前

に
活
動
を
休
止
し
た
。

旭

岳
大

雪
山
火
山
群

の
う
ち
最
後

に
生
じ
た
安
山
岩

の
成
層
火
山

で
、
山
頂

か
ら
西
側

に
地
獄
谷
爆
裂
火

口
が
開
か
れ
、
活
発
な
噴
気
を
続
け

て
い
る
。
こ
の
爆
裂
火

口
は
、

五
～

六
百
年
前

の
水
蒸
気
爆
発

に

よ

っ
て
生

じ
た
も

の
で
あ
る
。

十
勝
岳

山
頂
部

の
グ

ラ
ソ
ド
火

口
内

で
約
三
百
年
前

に
中
央
火

口
丘
を
生
じ
、
歴
史
時
代

に
入

っ
て

一
八
五

七
、

一
八
八
七
、

一
九
二
六
、

一
九
六
二
年
に
活
動
を
記
録

し
て
い
る
。
歴
史
時
代

の
噴
火

で
は
、

い

ず
れ
も
苦
鉄
質
安
山
岩

の

ス
コ
リ
ア
、
火
山
弾
を
噴
出
し
て

い
る
が
、

一
九
二
六
年

の
活
動

で
は
、
は

じ
め
に
中
央
火

口
丘

の
北
半
分
が
崩
壊
し
、
大
泥
流
を
誘
発

し
て

一
四
四
名
が
死
亡

し
た
。

一
九
六
二

年

の
活
動
で
も
最
初

の
水
蒸
気
爆
発

で
五
人

の
犠
牲
者
を
出
し
て

い
る
。

恵
庭
岳

支
笏
カ

ル
デ

ラ
の
北
西
壁
上

に
生
じ
た
安
山
岩

の
火
山

で
、
噴
火
記
録

は
な

い
が
、
約
二
千
年
前

に

山
頂

の
東
側

に
爆
裂
火

口
を
開
き
、
現
在
も
噴
気
中

で
あ

る
。

樽
前
山

二
千
年
以
上
も
長

い
休
止
期

の
の
ち
、

一
六
六
七
年

か
ら
活
動
を

再
開

し
、
安
山
岩
質

マ
グ

マ
に
よ

る
激

し

い
軽
石
噴
火
を
お
こ
な

い
、
溶
岩
円
頂

丘
を
形
成
し
て

い
る
。

一
六
六
七
年
と

一
七
三
九
年

の

活
動

で
多
量

の
軽
石
が
東
方

に
降
り
、
同
時

に
軽
石
流
が
山
麓

に
流
下

し
、
山
頂
部

に
小
型

の
カ
ル
デ

ラ
が

で
き

た
。
そ

の
後

、
や
や
長

い
休
止
期

の
あ
と
、

一
八
〇

四
～

一
七
年
お
よ
び

一
八
六
七
年

に
活

動
が
あ
り
、
火

口
原

に
低

い
中
央
火

口
丘
が
形
成
さ
れ
、
火

口
内

に
古

い
溶
岩
円
頂

丘
が
生
じ
た
。

こ

の
円
頂

丘
は

一
八
七
四
年

の
爆
発

で
破
壊
さ
れ
、

一
八
八
三
～

八
七
お
よ
び

一
八
九
四
年

の
小
噴
火
を

へ
て
、

一
九
〇
九
年

に
再
び
現
在

の
新
し

い
溶
岩

円
頂
丘
が
生
成

し
た
。
そ

の
後

、

一
九

一
七
年
か
ら

一
九
五
五
年

ま
で
、
と
き
ど
き
小
爆
発
が
お

こ

っ
た
。

一
九
七
八
年
五
月

い
ら

い
、
再
び
小
噴
火
が
発
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第5図 樽前 山の歴史時代噴出物の分布

降下軽石 ・火山灰 は堆積物の等厚線(cm)で 示す。

(勝井義雄 「北海道の火山」 より)

第6図 有珠山の 火山噴物層 と噴火史

(勝井義雄 「北海道 の火山」 より)

柱 状 噴出物 生まれ拠 体 災 害噴火年

生

し
、
現
在
警

戒
体
制
が
と
ら
れ

て
い
る
。

(第
5
図
)

登

別
ク
ッ
タ
ラ
湖

の
生
成
後

、
約

一
万
年
前
か
ら
西
山
腹

に
デ
イ
サ
イ
ト
質

マ
グ

マ
が
上
昇

し
、

日
和
山

溶
岩
円
頂

丘
を
作
り
、
大
湯
沼

・
地
獄
谷

の
爆
裂
火

口
を
開
き

、現
在
も
噴
気

.
熱
水
活
動
が

旺
ん
で

あ

る
。
こ
の
地
域

は
有
珠
山

の

=
ハ
六
三
年

の
軽
石
に
よ

っ
て
広
く
お
お
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
軽
石

層

の
上

に
地

獄
谷
中

心
部

の
爆
発
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
噴
出
物
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く

約
二
百
年
前

に
激

し
い
水
蒸
気
爆
発
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

ム溶岩円頂丘 五潜在円頂丘:●犠牲着数:(原因)

有
珠
山

数

千
年

の
長

い
休
止
期

の
の
ち
、
一
六
六
三
年

に
山
頂

か
ら
流
紋
岩
質
軽
石

の
大
噴
火
が
お
こ

っ
た
。

軽
石
は
東
方

に
降
下
し
、
登
別
温
泉
や
白
老

付
近

で
厚
さ

一
m
も
積

っ
た
。
そ

の
後

一
七
六
九
、

一
八

二
二
、

一
八
五
三
、

一
九

一
〇
、

一
九
四
三
～
四
五
年

の
活
動
を

へ
て
最
近

の

一
九
七
七
～
七
八
年

の

噴
火
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
の
間
、
小
有
珠

(
一
六
六
三
ま
た
は

一
七
六
九
年
)
、

オ
ガ
リ
山

(
一
八
二

二
年
)
、
大
有

珠

(
一
八
五
三
年
)
、
明
治
新
山

(
一
九

一
〇
年
)
、
昭
和
新
山

(
一
九
四
三
～

四
五
年
)

お
よ
び
新
珠
新
山

(
一
九
七
七
年
～
)

な
ど
、
溶
岩
円
頂

丘
ま
た
は
潜
在
円
頂
丘
が
生

じ
て
い
る
。

こ

れ
ら

は
極
め

て
粘
性

の
高

い
デ
イ
サ
イ
ト
質

マ
グ

マ
の
活
動

に
よ

っ
て
生

じ
た
も

の
で
あ
る
。
有
珠
山

21



の
噴
火
は
、

一
九
七
七
～
七
八
年

の
活
動

の
よ
う

に
降
灰

・
泥
流

・
地
殻
変
動

に
よ
る
災
害
を
ひ
き
お

こ
す
。

さ
ら

に

一
七
六
九
、

一
八
二
二
、

一
八
五
三
年

の
活
動

で
は
破
壊
的
な
熱
雲
が
発
生
し

て
い

る
。
特

に

一
八

二
二
年

の
文
政
熱
雲

は
南
西
麓

の
村

を
焼
き
払

い
、
死
者
五
〇
名
、
負
傷
者
五
三
名
を

だ
し
た
。

(第

6
図
)

駒

ケ
岳

一
六
四
〇
年

以
降
、

し
ば
し
ぼ
安

山
岩
質
軽
石

の
激

し

い
噴
火
を
記
録
し

て
い
る
。

一
六
四
〇
年
に

は
山
頂

の

一
部
が
崩
壊

し
、
崩
壊
物
は
噴
火
湾

に
な
だ
れ
こ
ん
だ
。
噴
火
湾

で
は
津
波
が
発
生
し

て
七

〇
〇

名
が
溺
死

し
た
。

ひ
き

つ
づ
き

山
頂

か
ら
激
し

い
軽
石
噴
火
が

お
き

て
、
山
麓

は
厚

い
降
下
軽
石

で
お
お
わ
れ
た
。

一
六
九
四
年

に
も
軽
石
噴
火
が
あ
り
、

一
八
五

六
年

に
は
降

下
軽
石
と
軽
石
流
が
発

生

し
、
軽

石
流

の
た
め
南
麓

で
二
〇
名
以
上
が
死
亡
し
た
。

こ
の
噴
火

の
あ
と
火

口
内

に
は
小
型

の
溶

岩

円
頂

丘
を
生
じ
た
。

一
八
八
八
、

一
九
〇
五
、

一
九

一
九
、

一
九
二
四
年

に
小
爆
発
が
あ

っ
た
。

一

九

二
九
年

に
は
再
び
軽
石
噴
火
が
発
生
し
、
南
東

方
に
軽
石
が
降
り
、
同
時

に
軽
石
流
が
山
麓

ま
で
流

下

し
た
。
そ

の
後

一
九

三
五
～

一
九
三
七
年

に
小
爆
発
が
あ
り
、

一
九
四
二
年

の
爆
発

で
は
山
頂

に
大

き
な
割
れ
目
を
生
じ
て

い
る
。

恵

山
山
頂
部
に
あ
る
デ
イ

サ
イ

ト
の
溶
岩

円
頂

丘
に
は
活

発
な
噴
気
孔
群
が
あ
り
、

一
八
四
六
年

に
小
爆

発
が
あ

っ
て
泥
流
を
流
し

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

渡
島
大
島

長

い
休
止
期

の
の
ち

一
七
四

一
年

に
大
噴
火

を
お
こ
し
た
。

こ
の
活

動
は
安
山
岩

の
軽

石
噴
火

に
は

じ
ま
り
、
玄
武
岩

の
ス

コ
リ
ア
噴
出

に
終

っ
た
。
こ
の
火
山
灰
は
現

在
で
も
渡
島
半
島

に
堆
積
し

て
い

る
。

こ
の
噴
火
と
同
時

に
津
波
が
発
生
し
、
渡
島
半
島

の
日
本
海
岸

で
は
、

一
、
四
六
七
人
も

の
人

々

が
溺
死
し
た
。

こ
の
津
波

は
津
軽
地
方

で
も
八
人

の
溺
死
者
を

だ
し
、
遠
く
佐
渡

に
も
被
害
を
与
え
て

い
る
。
記
録

に
よ
れ
ぽ
、

こ
の
と
き
大
地
震
は
お
き

て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
先

の

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン
ズ

の
よ
う

に
西
山
が
崩
壊
し
た
と
き
爆
風
が
発
生
し
、
津
波
を
誘
発
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
噴
火

は
翌

一
七

四
二
年
ま

で
続
き
、

一
七

五
九
年

に
も
青

森
地
方

に
灰
を
降
ら
せ
た
。
こ
れ
ら

の
活
動

で
玄
武
岩

の
中

央
火

口
丘
が
作
ら
れ
た
。

一
七
八
六
、

一
七
九
〇
年

に
は
噴
煙
が

み
ら
れ

た
と

い
う
。

以
上
は
過

去
二
千
年

に
わ
た
る
北
海
道

の
火
山
活
動
史

で
あ

る
。
噴
火

の
時
期

・
様
式

・
規
模
な
ど

は
さ
ま
ざ
ま

で
、
簡
単
な
規
則
性

は
見
出

し
に
く

い
。
し

か
し
、
多

く
の
火
山
が
少
な
く
と
も
数
十
年

と
い
う
休
止
期
を
お

い
て
顕
著
な
活
動
を
し
て

い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す

る
。
こ
の
た
め
噴
火
は
し
ば

し
ば
爆
発
的

・
破
壊
的

で
、

し
か
も
大
規
模

に
な
り
が

ち
で
あ
る
。
特

に
十
勝
岳

・
樽
前
山

・
有
珠
山

・
駒

ケ
岳
な
ど

は
、
千
～
数
千
年

の
休
止
期

の
の
ち
、
三
百
年

ほ
ど
前

か
ら
数
十
年
お
き

に
活
動
を
く

り
か
、兄
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
全
般
的

に
活
動
期

に
入

っ
て

い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、

こ
こ
当
分
は

活

発
な
噴
火
を
行
う

で
あ
ろ
う
。

北
海
道

で
は
歴
史
時
代

に
合
計

二
、
四
〇
〇

名
余

り
が
噴
火

の
犠
牲
と
な

っ
て
い
る
。
犠
牲

の
大
部

分

は
津
波

(
二
、

一
七
五
名

以
上
)
、
泥
流

(約

一
四
八
名
)
熱
雲

・
軽

石
流
な
ど

の
火
砕
流

(七
〇
名
)

に
よ
る
も

の
で
、
火
砕
物
の
落
下
や
そ
の
他
に
ょ
る
犠
牲
者
は
僅

か

=
二
名

に
す
ぎ

な
い
。

こ
れ
は
噴

火
防
災

の
上

で
特

に
留
意
す

べ
き
問
題

で
あ

る
。

噴
火
災
害
を
軽
減
す

る
た
め

に
は
、
噴
火
と
災
害

の
特
徴
の
解
明

や
火
山
観
測

お
よ
び
噴
火

予
知
な

ど

の
研
究
が
必
要

で
あ

る
。
噴
火
は
多
く

の
場
合
、
短
期
間
に
発
生

し
て
お
り
、
主
要
な
防
災
計
画
や

措
置
が
事
前

に
完
了

し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
効
果
は
期
待

で
き
な

い
。
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
個

々

の
火
山
に

つ
い
て
の
噴
火
予
測
と
災
害

の
事
前
評
価
が
必
要

で
あ

る
。
北
海
道

で
は
、
す

で
に
雌
阿
寒

岳

.
旭
岳

.
十
勝
岳

・
樽

前
山

・
有
珠
山

・
駒

ケ
岳

・
渡
島
大
島
な
ど

の
各
火
山
に
つ
い
て
、
火

山
地

質

.
噴
火
史

.
活
動

の
現
況
お
よ
び
将
来

の
噴
火

予
測

の
研
究
が
行

わ
れ
、
そ

の
資
料
が
公
表
さ
れ

て

い
る

(
北
海
道
防
災
会
議
発
行
)
。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
今
後
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
し
、

ま
た
同
時
に
、
こ
れ
ら

に
も
と
つ

い
た
長
期
的
な
地
域
開
発
計
画

の
実

施
と
、
緊
急

時

の
避
難
防
護
対

策
な
ど
も
必
要

で
あ

る
。
上
述

の

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
や
有
珠

山
の
実
例
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味

で
は
決
し
て
十
分

で
は
な
か

っ
た
が
、
良

い
教
訓
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

先

に
の
べ
た
数
十
年
あ

る
い
は
そ
れ
以
上

の
活
動

の
休
止
期
は
、
噴
火

で
破
壊

さ
れ
た
植
生
の
回
復

や
住
民

の
世
代

の
交
代

と
い
う

こ
と
も
あ

っ
て
、
噴
火

の
災
害
を
忘
れ
さ
せ
る
た
め
に
十
分
な
期
間

で

も
あ

る
。

「
天
災

は
忘
れ

た
頃

に
来
る
」
と

い
う
寺
田
寅
彦
先
生

の
言
葉
は
名
言

で
あ

る
。
上
述

の
生

火
山
が
再
び
活
動
期

に
入
る
こ
と
を
考
慮

し
、
そ

の
長
期
的
対
策
を
急
ぐ

べ
き

で
あ
ろ
う
。

(北
大
埋
学
部
教
授
)
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火
災
害
と
そ
の
軽
減


